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1．はじめに

　保健科学部には、学生に対して学習支援を行うコン

ピュータ室がいくつかあるが、鍼灸学専攻や理学療法学

専攻のような医療系の学科では、医療系辞書は必要不可欠

である。この 2つの専攻の学生が主として利用するコン

ピュータ室は、図書館の電子図書閲覧室と 5階の 536演習

室である。

　電子図書閲覧室は平成 3年から稼働しているが、536演

習室は平成 12年頃から稼働し始めた。この両者は、全く

異なる発想で設計され運用されているため、視覚障害補償

の考え方も異なり、同一の操作環境と言うには無理がある。

したがって辞書・辞典に対する考え方も異なる。

　ここでは、電子図書閲覧室での医療系辞書の利用方法に

ついて、最新の辞書の利用方法とシステム構築について解

説する。

2．電子図書閲覧室における辞書検索

　電子図書閲覧室は、平成 3年に校舎棟 2階の鍼灸講義

室で仮開設され、平成 4年に現在の図書館の場所に正式に

開設された。平成 3年の開設時より辞書検索には力点を置

いており、10台の MS-DOSパソコンに 6台の CD-ROMド

ライブを付け、8cmの電子ブック版 CD-ROM辞書で、画

面読み合成音声を利用しながら全盲が検索できるシステム

を有していた。平成 4年に図書館に移設後は、全てのパソ

コンに CD-ROMドライブを付け、辞書検索が行えるよう

にしていた。しかし、辞書検索の度に CD-ROMを交換す

ることは非能率的なため、徐々に CD-ROMサーバへ移行

した。また著作権の問題から出版社とのライセンス契約の

元にネットワーク上で CD-ROM辞書の検索が行えるよう

に改善した。平成 8年までは学生寄宿舎や校舎棟の教官研

究室でも、辞書検索が可能となっていたが、ネットワーク

を巡る人的トラブルのため、電子図書閲覧室のみの利用に

制限した。この CD-ROMサーバによる辞書検索システム

は、平成 11年まで運用し、平成 12年の機器更新とともに、

CD-ROMサーバから HDD（ハードディスク）によるサー

バ運用に切り替えた。

　辞書の種類としては、つぎのようなものである。

　最新医学大辞典　医歯薬出版

　新・英和和英中辞典　研究社

　リーダース英和辞典　研究社

　広辞苑　岩波書店

　コンピュータ用語辞典　日外アソシエイト

　薬の事典ピルブック　ソシム

　これらの辞書は、全盲が検索可能なことが絶対条件とし

て選択された。視覚障害者を対象とする保健科学部では、

全盲と弱視が学習している。そのために最も障害程度の

重い全盲が利用できる環境を整えることが本学の使命であ

る。電子図書閲覧室は 3つの専攻・学科が利用するため、

その全てに対応できなければならない。

　MS-DOS版の場合、検索ソフトにフリーウェアの "EB"

を利用し、Vzエディタ上から辞書検索できるようマクロ

を利用した。得られた結果は、エディタ上で展開されるの

で、画面読み合成音声ソフトで読み上げが可能で、全盲も

利用可能である。しかし、Windows版の場合、検索ソフ

トとして利用できるのは、フリーウェアの "DDwin"であ

り、画面読み合成音声ソフトに対応しない。そのため、平

成 11年まで MS-DOS版の運用が続くこととなった。

　平成 12年にWindows版の画面読み合成音声ソフトであ

る 95Readerに添付された、"Viewing for 95Reader"でこれ

らの辞書の合成音声化での利用が可能となったため、機器

更新とともに MS-DOS版は撤去された。

　しかし、医学の進歩とともに医療系辞書の充実を求める

声は多くなり、医歯薬出版の医学大辞典を語彙数や検索方

法などで超える辞書が求められた。
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　そこで、平成 14年に南山堂の Promedica Ver.2を導入

し、辞書語彙数は飛躍的に向上し、利用者の便を図った。

Promedica Ver.2は、HDD収納型の辞書であるため、全て

の内容がそれぞれのパソコン単体に収録される。そのため、

パソコンの台数分のライセンスが必要である。出版元の南

山堂では、Promedica Ver.2のライセンス契約を実施してい

ないため、この辞書の導入は非常に高価となる。（ライセ

ンス導入と台数分導入では、倍の金額となることが多い）

このため苦渋の決断として、年次ごとに辞書を増やしてい

くことにして、10台から導入し、3年で 20台とした。こ

の Promedica Ver.2の導入は、その当時の医学系辞典の最高

峰ではないが、全盲が利用できる環境としては、技術的に

最善に近いものであった。

3．より高度な辞書・辞典

　鍼師、灸師、あん摩・マッサージ・指圧師の国家試験や

柔道整復師の国家試験、理学療法士・作業療法士などの国

家試験を作成する際に利用されるリファレンス的な医学辞

典としては、次のようなものが挙げられる。

　Stedman医学辞典 Ver.5（メディカルビュー）

　今日の診療 Vol.16（医学書院）

これらの辞典は、国家試験問題を作成する担当者がレファ

レンスとしてよく利用することが知られている。その中で

も「今日の診療」は、12種類の医学書院発行の辞典を一

括で検索できる非常に優秀なものである。しかし、この 2

つの辞書は、画面読み合成音声ソフトに対応しておらず、

全盲が利用するには難しい面が多い。また、1つあたりの

価格が高価で、全てのパソコンの台数分を揃えるには、多

額の費用がかかる。

　平成 18年に電子図書閲覧室の機器更新がされた時に

Stedman医学辞典 Ver.5を、購入し、"Promedica Ver.2"と

"Stedman Ver.5"を同時に画面読み合成音声ソフトで利用

できないかどうか検証した結果、シェアウェアの辞書

検索ソフトを利用してこの機能を実現することとした。

"Promedica Ver.2"と "Stedman Ver.5"にはそれぞれ独自に検

索ソフトが添付されているが、全盲が利用するには問題も

多く、画面読み合成音声が利用できない場合もあるため、

シェアウェアの整合性を取りながら検索を行う。但し、こ

の検索を実現するためには、シェアウェアの導入順番に注

意を払う必要があり、シェアウェアの導入順番を間違える

と、画面読み合成音声ソフトが稼働せず、全盲が利用でき

ない。

　さて、現在最も機能が高いと言われる医療系辞典である

「今日の診療」は、画面読み合成音声が利用できないため、

全盲が利用できない。また、「今日の診療」は医学系辞典

の中で最も高価であり、1ユーザあたり 74,550円のコスト

がかかる。しかも、全盲が利用できないことは、電子図書

閲覧室の基本ポリシーに反する。そこで、辞典を発行して

いる医学書院と協議し、ライセンス版のイントラネット版

を活用することとした。

　イントラネット版「今日の診療」は、通常の「今日の診

療」の検索をWebベースのブラウザで行うことが出来る。

したがって、辞典ソフトウェアを各端末にインストールす

る必要がなく、サーバにインストールして運用する。最大

利用者数は、サーバに接続して検索する人数ではなく、同

時に利用する人数によって管理される。これらは、サーバ

に接続するハードウェア型のプロテクト・ドングルによっ

て管理され、同時利用が制限されるようになっている。つ

まり、同時に利用するのでなければ、何ユーザでも利用可

能となる。但し、授業などで利用する場合には、同時利用

ユーザまでしか利用できない欠点もある。

　今回の導入では、既に "Promedica Ver.2"や "Stedman医

学辞典 Ver.5"が導入されているため、補助的に利用するこ

とを前提に導入したため、最低限に近い、「同時利用 3ユー

ザ」で契約した。

　十分に辞典の内容を全て画面読み合成音声が音声化する

わけではないが、補助的な利用には活用できる。辞典の内

容は、1ユーザのパソコン導入型と全く同一であり、過不

足はない。価格は、若干高額であるが、電子図書閲覧室の

全てのパソコンから利用可能であることを考慮すると、十

分と思われる。

4．おわりに

　保健科学部は、1学年あたり定員数 40名であり、医療

系辞典の必要な人数は 30名である。したがって、年次進

行でも最大 120名が利用対象となる。そのために電子図書

閲覧室の全てのパソコンに高価な医療系辞書を導入するこ

とは、費用対効果としてほとんど無駄と言わざるを得ない

のが実情であり、「金がないから、医学辞典が買えないの

で授業が出来ない」といった別のパソコン室の話には、同

意できない。

　費用対効果と、全盲・弱視学生に対する視覚障害補償を

両立させ、より使い勝手のよい学習支援システムを構築す

ることは、保健科学部の使命であると考える。その意味で

辞書・辞典に関する様々な情報を入手し、学生の意見も取

り入れて最適な設計を行うことが必要不可欠である。

　なお、本研究は平成 18年度保健科学部長裁量経費「医

学系辞書の利用の改善」（研究代表者：上田正一）による
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ものである。
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